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１．期せぬ突然のがん告知により強い衝撃を受けた患者
への看護 ―フィンクの危機理論を用いた考察―
岩野 恵美，角田 明美，斉藤 京子
瀬間美恵子，三浦 敏江
（群馬大医・附属病院・北５階病棟）
?．はじめに
突然のがん告知により危機に陥った状態で入退院を繰
り返した患者に,フィンクの危機理論を用いて看護介入
を行なったところ危機を脱することが出来たのでここに
報告する.
?．研究目的
突然のがん告知をされた患者が病状を受け入れ,自ら
意志決定ができるように援助する.
?．研究方法
看護記録,カルテから患者の言動及び看護師の介入を
抽出し,フィンクの危機理論を用いて分析した.また,包
括同意を得て,患者本人が特定されないように倫理的配
慮を行なった.
?．患者紹介
患者は 40歳代女性,夫,2人の子供 (共に小学生)の 4
人家族であった.上行結腸癌と診断され,入院後に突然
のがん告知を受けた.入院から手術を経て化学療法実施
にいたるまで,緊急入院を含めて短期間に 3回の入院を
繰り返した.
?．結果
がん告知によりパニックに陥り危機を招いたが,アセ
スメントを十分に行いフィンクの危機理論に基づいて適
切な看護介入を行なった.その結果,パニックに陥ると
いう「危機状態」から,母として子供と一緒にいたいとい
う家族役割を発揮するために外来化学療法を選択すると
いう「適応」へ至り危機を脱することができた.
?．考察
患者に危機が生じた際,十分にアセスメントし段階に
応じた看護介入を行なうことが重要である.本事例では,
初回・2回目の入院を経て現実を直視できるようになり,
キーパーソンと考えられた夫の協力があったことや,医
療者との信頼関係を築き自ら意思決定できるように援助
を行なったことが患者を支持することにつながり,延い
ては家族役割を充足したと考えられる.
?．まとめ
告知により患者が受けるストレスは大きく,特に危機
状態に陥った時のストレスは計り知れない.看護師は常
に患者の置かれている状況をアセスメントしそれに応じ
た適切な看護介入を行なうことが必要である.
２．オリジナルスケールを作成し疼痛評価が可能となっ
た一例
島野 玲子，??福田あさ美，? 本澤 文代?
保科 恵子，? 神尾 千草，? 河内 ルミ?
小川 貴子，? 杉山千佳子，? 内田 幸枝?
荻原 伸子，? 上原 俊彦，? 神谷 輝彦?
菅山留美子，? 長倉 直美，? 中村 敏之?
岩崎 茂?
（１ 館林厚生病院 東４階病棟
２ 外科 ３ 緩和ケアチーム）
【はじめに】 痛みとは「つねに主観的なものである」と
定義されており,その痛みを客観的に表現するための
ツールとして疼痛評価スケールが使用されている.当院
では緩和チームが提唱し,Numerical Rating Scale(以下
NRS)で評価することが多くなっている.今回, NRSで
の表現が困難であった症例に対し,オリジナルスケール
を作成したところ良好な疼痛管理が可能となった一症例
について報告する.
【症 例】 70歳代 女性 甲状腺がん 頸部リンパ節
転移 肺転移.左頸部の痛みに対してオピオイドやステ
ロイド等が投与されていた.今回左頸部～肩,上腕にか
けて痛みの増悪,QOL低下にて入院となった.入院後,頸
部への浸潤による神経因性疼痛と考えられたため,鎮痛
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